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民 俗 服 飾 部 会

　当部会 は 昭和 43 （1968）年民俗服飾研究 を志 す有

志が小川安朗前部会長を中心に 「民俗服飾研究委員会」

と して 発足 し，「地域 に 発生 し，そ の 地域 に 対応 して

発展 した特色ある服飾を訪ね，そ の 実態をその 背景と

共に考察する」意図 の もとに ，国内外 の フ ィ
ー

ル ドワ

ーク を 実 施 し研 究 成 果を発 表 して き た （家政学雑誌

〔1969）　Vo 皇、20，　No ．2｝，

　 今般 の 報 告 は 1988　
一

　1997 の も の で あ る が 前 期

〔1970　一一） の 事業 が部 会 の 上 台で あ るため，概要 を挿

入す る．

　1．活動経過 （1 期 ・2期）

　（1〕　 1期 （昭和 45 （1970）〜60 （1985）年）

　部会長　小 川安朗．

　A ：調 査研 究旅行地，B ：研 究発 表題 名，氏名 は省

略．

　1＞ 昭和 45 （1970）年

　A 東北，B ア ン デ ス の 原始紡織 ・大原女衣裳 ・南部

家伝来衣裳 ・伊達家服飾 ・山陰絣 ・秋月家陣羽織 ・南

海諸島 の 服飾 ・飛鳥 の 漁衣．

　 2） 昭和 46 （19ア］）年

　A 山陰 ・
山陽 ，

B 関 東水 田地 帯 の 作 業着
・
旧家 の 民

俗 服飾
・
沖縄 の 服飾 ・宇和島 の 服飾．

　3） 昭和 47 （1972）年

　A 中部，B 結城紬，大島紬 ・
海女 の 衣服

・
米琉絣 ，

南部家衣裳，伊 壬絣 ．

　4）　　日召干N48　（1973）　年

　 A 東北，B マ ヤ の 民俗服飾．

　 5）　　日昌禾目49　（1974＞　年

　A 関東 ，
B イ ン ドネ シ ア の 服飾 ・筑豊炭 田 の 労働着 ・

フ ラ ン ス の 民族服．

　 6）　　日召千050　（1975）　亳三

　A 新潟，B ポ リネシ ア の 服 飾
・新潟県の 服飾

・プ ロ

ー
ニ ュ の か ぶ りもの ．

　 7） 昭和 51 ｛1976）年

　 A 中央 ア ジ ア
・
北 九 州 ，B シ ル ク ロ ー ドの 服飾

・
九

州 の 服 飾．

　　 8）　　H召　F’1］52　（1977）　年

　　 A 京都，B ア フ ガ ニ ス タ ン の 服飾 ，京都 の 服飾．

　　 9）　 日召矛053　（1978）　年

　　 A 四国，B イ ラ ン，トル コ の 服飾 ・ギ リ シ ャ の 服飾 ・

　　四国 の 服飾．

　　　10） 昭和 54 （1979）年

　　 A 南太平洋 ・岡山，B エ ジプ ト，ギ リ シ ャ の服飾 ・

　　岡山の 服飾 ・中部地区労働着 ・九 州地区 の 労働着 ・昭

　 和村の 苧麻 ・甑島の 衣料．

　　　家政学会は 昭 和 54 （1979＞年に 研究制度 に改革が

　　あ り，民俗服飾部会 と名称が変更 に な っ た （会員 104

　　名）．

　　　11＞ 昭和 55 （1980）年

　　 A 東北，B 南太平洋 地区 の 服 飾
・東北地区 の 服飾 ・

　 　イ ラ ク の ア バ ー
ヤ ・台湾 ヤ ミ 族 の 服飾．

　　　12） 昭和 56 （1981）年

　　 A 関東 ・モ ロ ッ コ ・チ ベ ッ ト，B チ ベ ッ トの 服飾
・

　　関東地区 の 服飾 ・明治大正期 の 衣服模様 の 象徴性 ・タ

　　イ高地 の 民族服 ・ウ ル ム チ の 服飾 ．

　　　13）　　日召禾U57 　（1982＞　年

　　 A 北海道 ・シ ル ク ロ ー
ド，

B シ ル ク ロ ー
ドの 服飾 ・

　　幼児服飾 の 文化変容 ・雪袴．

　　　14） 昭和 58 （1983）年

　　 A 中部
・
台湾，B 台 湾原住民 の 服飾

・
中部地 区 の 服

　　飾 ・京都 の たちか け ・甲津原 衣裳 ・雲南 の 背被 ・樺太

　　ア イ ヌ の イラ クサ ・モ ン ゴ ル の 服飾．

　　　15＞　日召ラ称159　（1984）　年

　　 A 南九州 ・メ キ シ コ ・グ ァ テ マ ラ ，B 南 九州地区の

　　服飾 ・チベ ッ トの 服飾 ・服飾の 地域性．

　　　16＞ 昭和 60 （1985）年

　　 A 佐渡 ・ペ ル ー ・ボ リ ビ ア
，
B ペ ル ー

，
ボ リ ビ ア の

　　服飾
・佐渡 の 服飾 ・露卯下駄 ・浜 ハ ッ ピ ・会津 ドモ コ

　　モ ・ア ル メ ニ ア の 手芸 ．

　　　17）　昭和 61 〈1986）年

　　 A 近畿，B 世界 の 木綿 ・近畿 の 服飾 ・新潟県の 服飾 ・

　　岩城 の 紺型 ・群馬 の 中野絣．
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　以上発足 後 17年，数名 の 会員 か ら 125名 に 増 え，

フ ィ
ー

ル ドワ
ー

ク は 国内 （北 海道 1，朿北 3 ，関東 6 ，

近畿 3 ，1」1陰 1 ，四 国 1 ，九州 1）計 16 回，外 国

（ア ジ ア 4 ，他 4）合計 24同 となる，研究発表 も 87

題 の 成果を お さめ た （以上 論集第 2集 に 収録）．

　（2：1　　2期　　（日召k061　（1986）　年一
）

　部会長　徳永幾久，

　昭和 61 （1986）年 11 月，部会規則改止 に よ り 2代

部会長徳永幾久となる．第 1 期時代の 成果 をふ まえ、

民俗服飾の 生成 ，その 要因，存在理由，変化の 要因と

条件，生活的背景，そ の 優位と必 要性，さらに 歴史 ・

地 理
，

政 治
・
経 済な ど の 条件を組み あ わ せ ，家政 とい

う営 み との 関連 の なか で さらに 考察 をすすめ る べ く構

想 を新た に構築 し たの で ある．

　そ こ で今 まで の 結果 を整理する と共に，調査研究の

目的 を しぼ り，年次の 研究発表は 1研究論集」 と して

刊行す る こ と と した ．刊行誌 は 「民俗服飾研究論集」

と し，将来 の 完成 〔的 とす る 「民俗服飾学」の 礎石 に

した い と考えた の で あ る．次に論集の 内容を列 記 す る ．

　〔第 1集 ・aG　61 （198S）〕（所属 は 省略 ）

　印度の 野 蚕　石橋　裕．連島綿　小野恵利子 ，三 河

木綿　沢野幸子，福野綿　森田 すみ ，岡 LLIの織物　冨

気 久江，作州絣　佐藤早苗 ・
岡野和子

・
樋 口 富枝 ，新

潟の織物の 盛衰　山崎光子 ，会津木綿　門馬寿子 ，地

方木綿 と上方木綿 　徳永幾 久，館林綿紬 　湯浅絢 了
．．

　〔第 2 集 ・昭 62 〈1987）〕

　ア パ カ と ピーニ ャ　石橋 　裕 ，藤布織 の 作 業 工 程

山崎光子，北海道 の 麻事業　福 山和子，眞岡木綿　湯

浅絢子 ，松阪木綿　森田 す み ・若山　節，昭和 か ら戦

中迄 の 山形木綿　徳永幾 久，ブ ータ ン の 服飾 　小 川安

朗，村山大島紬 ・
信州紬 　溝野和子．

　〔第 3 集 ・平 1 （1989）〕

　奈良晒　森田 す み ・若山　節，宮津市上世屋 の 藤織

り生活史　1．［」崎光チ ，関東の 木綿 ・筑波絣　湯浅絢子 ・

石井 早曲 ， 文様生 成 の
一

考察
一

中国の 幼児服　徳永幾

久，東 ス ン バ ・ラ ジ ャ
・カ ブ ン ドゥ ク葬儀の 染織 と文

様 小 Hl由香，ア ラ ス カ の エ ス キ モ
ー

の 服飾 小 川安

朗，

　〔第 4 集
・
平 2 （1990｝〕

　大島紬の 現状 　辻 田 可代，山陰の 藍染 　徳永幾 久，

井波の 絹業　森田 すみ ，

　〔第 5 集 ・平 3 　（1991）〕

　打毬 の 装 束　平出　貞，水野家打壓の 籠手　徳永幾

久，福光の 麻　森田す み ・若山　節， ドロ 神父 の 授 産

活動　矢野道 ∫
．
，湿田 の作業着　徳永幾久，服飾様式

の 変容 と 文化領域　山崎光子，

　 〔第 6 集 ・平 4　（1992＞〕

　前だれ考　徳永幾久，衣料原料イ ラ クサ　村 田 陽了
・・

遠藤時子，能登上布　森田 す み ・若1［1 節，播州織

辻 出 可代，仙台染型紙　石川妙子
・
須 田 桂子 ，バ リ 島

の 市松文　徳永幾久，韓 国 の 服飾文　金　明姫．

　〔第 7 集 ・平 5 （1993）〕

　浅舞絞 り　 徳永幾 久 ， 宮城染型染　石川妙子他，学

童衣服 の 絣　高島　愛他，中国地区の 麻　清尾清子他，

近畿 の 麻　森田 す み他，水郷の 労働着　中村紀子他．

　〔第 8集 ・
平 6 （1994）〕

　東北 の 特殊 衣料　徳永幾久，三 国の サ ツ ク リ　 由崎

光子，会津山袴の呼称　佐 々 木長 生
， 岩手 の 麻　村田

陽子他，四国 の 麻　妹尾清子，万祝 の 発生　矢萩昭二 ．

　〔第 9 集 ・平 7 ｛1995）〕

　山里 の 型紙　矢萩昭 二
， 秋田 ・山形 の 麻 　村 田 陽子 ・

遠藤時子，青森 の 麻　村 田他，特 殊織物　藤弘洋子．

　 〔第 10 集 ・・

ド8 （1996｝〕

　御用留か らみ た服飾　石川妙子，曙染 と朧 染　徳永

幾久，岡山の 麻　妹尾清子，福 島県 の 麻 　村 田 陽子他，

高瀬絞 り　藤 弘洋子，会津湯 の 入仕事着　佐々木長生 ．

　以上第 10集 まで の 論誌 をまとめ る な か で ，よ り専

門的 に 特 色 を研究す る 目的 で
， 文様 ・材料 ・技術 な ど

の 小 グ ル
ープ が 誕生 した．そ の 結果 同項目 の 地域関連

の 発表や 仲間意識 もみ られ ，視点 の 総 合性 も出 て きた ，

　2，こ れ か らの展望

　本年家政学 会は 設立 う0周年 を迎 え る 記念 の 年で あ

る．そ して ，当部会も発足 して 30 周年に な る ．こ れ

を機に 第 1期の フ ィ
ー

ル ドワ
ーク に よ る 研究資料探索

の 時代の 成果，す なわ ち国内 ば か りで な く，外国，特

に ア ジ ア を主と して ，材料 ・色彩 ・形態 ・着装など地

域 に 対応 した服飾の 生態 を研修，さ ら に 日 本 各地 の 服

飾調査 で は ，地 域委員 が 先導 し，会員が 同 じ目で 検討

考察す る態度 が 作ら れ て きた の で あ る，第 2 期は そ の

蓄え られ た 力 と資料 を基礎 と し て，さ ら に資料 の 不足

な部分 を フ ィ
ー一

ル ドワ ーク で補足 しなが ら，また資料

の 整理 に力を人 れ な が ら報告文をま と め る こ と に 努力

し て きた 年月 で あ っ た．

　そ こ で こ の 記念すべ きときを契機に，会員は さらに

奮起 し，会員の 切 な る希望 で あ る ま と め の 冊子 の 出版

を 計画 し， 出版 委員 と地 区委員が，内容項目そ の他に

つ い て 目下構想 中 で あ る ，書名は まだ夢で あ る が 「民

俗 服飾○○ ○」 と し，文化圏別 に 日本 を わ け て 5t6
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巻 と した い 希望 で あ る ，ど こ まで も民俗 とい う牛1活文

化に こ だ わ り，人間の 生命の 再生 産に かかわ る伝承的

な行動様式 を象徴す る 服飾 に 目をむけ，民俗服飾 の 意

味づ けとその 実態の 解明を試み ，衣服が変様 しつ つ 生

活化する 民俗服飾を明 ら か に した い と思 っ て い る．

　なお構成 員は現在，会長 1名，副会長 3 名，会員

105 名，顧問 1 名で あ る，

　　　　　　　　　　　　　　 （文責 ：徳永幾久〉

住　居　学　部　会

　家政学 会の 40 周 年記 念事業が お こ な わ れ．た 昭和 63

年 を最後 に．住居学部 会 も新 た な活動期 を 迎え た ．バ

ブ ル 景気を背景に新た な気持ち で 迎 えた平成時代で あ

っ た が ，バ ブ ル 景気崩壊 に続 く低経済成長，高齢社会

の 到来な どに よ り，多 くの 社 会的，経済的 な問題 をか

か え，国民 の 住生活に 大きな不安をもた ら した まま，

10 年が 過 ぎよ うと して い る ．こ の 間 の 住居 学部会の

動 きを，年次 を追 っ て まとめ る と，以 トの よ うに な る，

　 1．住居学部会の 動向

　（1）　 巨召手冂63 年度　　（1988 年）

　部会長　吉野正 治，事務局　吉見静了
．．日本女 子大

学に て 5 月 29 日 に 開催．

　家政 学 40 周 年 の 年 で ある こ の 年度 は
，

こ れ まで の

10年 間 の シ ン ポ ジウ ム で お こ な わ れ た内容 を検 討 し

た結果 （家庭科教育に お ける住居学，マ ン シ ョ ン 管理

の 問題 ，高齢化社会の 住環境整備な ど），こ れ まで と

は 違 っ た観点で ある イ ン テ リア デ ザイ ン が テ
ー

マ とし

て と りあげ られ，「イ ン テ リ ア デ ザ イ ン の 現状 と問題

点」に つ い て ，北浦か ほ る氏 （大阪市立大学） に よる

講演 が な され た．

　 R 本 に おけ るイ ン テ リア デザ イ ン の 歩 みを 4 段 階に

分け，イ ン テ リ ア デ ザ イ ン が 重要に な っ て くる 課程 を

説明す る と 同時 に ，問題点 が指摘 され た ．特に 老入問

題
・
単 身赴任

・
集住化 な ど に み ら れ る 今 日の 人間関係 ，

住ま い 方の 変化 をどの よ うに と ら え，そ れ を い か に イ

ン テ リ ア デ ザ イ ン に表現す る か が今後の 課題 で あ る と

結ば れ た ．

　次 に 「暮 ら し方 の 思想 をとらえ て イ ン テ リア デ ザ イ

ン が な されねばな らな い 」 とい う北浦氏の 意見 を受け，

そ れ を実践 し て い る佐 々 木恵子氏 の 作品 が 吉見静子氏

（岐阜女子大） に よ り紹 介，説 明がお こ なわ れ た，

　（2） 平成元年度 （1989 年）

　部会長　西村
一

朗．東京家政学院大学に て 5 月 28

日に 開鮭．

　「生活 の 質 と 住居 〔21 世紀を め ざ して ）」 と い う テ

ー
マ で ，岸本幸臣氏 （大阪教育大）に よる講演が なさ

れ た ，講演者の 岸本氏は ，日本住宅会議で 活躍されて

い る こ と か ら，現実 に 生 じ て い る住生 活領域 に お け る

矛盾点 （住環境の 人 ⊥ 化 ・設備 の 自動作 動化 ・個 別空

間 の 充実化など）をとりあげ，そ の 改善の 必要性 ，背

景な ど を事例 をあげ なが ら
， 「こ れ か ら の 住 生 活 は

，

こ れ まで の 科学技術 の トレ ン ド型発展 の 志向上 に 追究

する の で は なく，目的意図的に，自己制御発展の 志向

結果 と して 追究 され るべ きで ある」 と述 べ られ，さら

に 1住居学研究は，こ れ らの 視点 に た っ て 生活 の 場 で

の 点検お よ び 開発 の 領域 へ の フ ィ
ード ・バ ッ ク機能が

求め られ て お り，ル
ーチ ン 型研究よ り科学革命的研究

が 重視 さ れ て い る の で は な い か」と，住居学研究 の 方

向性に つ い て言及 され た ，

　（3） 平成 2 年度 （1990年）

　部会長　西村
一

朗．福 岡の 中村学 園大学 に て 5 月

25　日 ‘ご開催．

　家政学会大会の 前 日 に 講演会と懇親会がお こ なわれ

た．

　講演 会は 「21 世紀 へ 向 け て の 人 間関係 （家族 お よ

び 地 域 ） の 変容 と住 まい 」 の テ ーマ に もとつ い て， 2

人 の 家政 学分野以外 の 専 門教 育者 に よ っ て 講演 ・討議

された．延藤安弘 氏 （蕪 本大学 工 学部
・建築学）は ，

ス ラ イ ド をとお して ，長年調 査研究を継続 して い る コ

ーポ ラ テ ィ ブ 住 宅づ くり と そ の 間 で の 人間関係の 発展

に つ い て 述 べ られ た，一方秋 山俊夫氏 （福岡教育 大学 ・

心理学）は，臨床 心理学 の 立場か ら症状 を持 つ 児童 と

普通 の 児童とに よ る家の 把握 の 違い を，絵の 事例 か ら

分析 ，追究 し， 臭 い 付 け行為 に よ っ て 領域確定が は か

られ て い る こ とを示唆 され た．

　上 記 講演 の 後，住居学部会 と して は は じめ て の 懇親

会が開 か れ ，部会員間 の 交流が 図 ら れ た．

　（4） 平成 3 年度 （1991 年）

　部会長　峯　成子．実践女子大学 に て 5 月 26 日に

開催，

　松本恭治氏 （国 立 衛生 研究所所長 ） に よ る講演 ，
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